
学学学学    則則則則    

１ 設置者 株式会社グローライフ 

大阪市平野区長吉長原西一丁目４番１５号 

２ 設置の目的 将来、介護福祉士となり介護サービスに従事しようとする者を対

象とし、個別性を重視した対人援助の視点と理念、専門職として

の高い職業倫理や知識、技術等を備えた人材を育成し、広く社会

福祉に貢献することを目的とします。 

３ 研修の名称 グローライフ介護スクール 実務者研修（通信課程） 

４ 通信添削 

  運営主体 

グローライフ介護スクール 

〒547-0015 大阪市平野区長吉長原西一丁目４番１５号 

５ 実施施設 

  （ｽｸｰﾘﾝｸﾞ、面接授業 

   医療的ケア演習） 

グローライフ介護スクール 

〒547-0015 大阪市平野区長吉長原西一丁目４番１５号 

６ 開講期間 別紙参照 

７ 修業年限 ６ヶ月（ただし、訪問介護員１級・訪問介護員２級・介護職員基礎

研修修了者・初任者研修修了資格保有者は 

    ４ヵ月とする。） 

８ 生徒定員、学級数 １学級 15名定員 

最低開講人数は８名とし、開講１週間前までに８名以上の入校希

望者がいない場合は、開講しない場合がある。 

９ 入校資格 介護福祉士資格を所持していないもの。 

（入校にあたっての選考試験等は実施しない。） 

ただし、科目の免除を希望している者については、入校の前日ま

でに免除該当資格の修了書が交付されていること。 

10 入校手続き 受講申込書に必要事項を記入し、郵送、FAX、事務所持参にて申込

むこと。 

※先着順に受付し、定員に達し次第、受付を終了する。 

受講申込みの受付にあたり、以下のいずれかで本人確認を行う。 

（１） 戸籍謄本・戸籍抄本・住民票の提出 

（２） 住民基本台帳カードの提示 

（３） 在留カード等の提示健康保険証 

（４） 運転免許証の提示 

（５） パスポートの提示 

（６） 健康保険証の提示 

※受講者が 8 人未満の場合は開講を中止することがある。 

その際は、受講料の全額を返金する。 

 

受講料は規定期日までに下記口座に振り込むこと。 

三菱 UFJ 銀行 谷町支店 普通 0063466 

11 入校時期 開講時期とする。 



12 受講料（テキスト込） 

＊消費税別途 

450 時間コース（無資格・ 

訪問介護員３級資格所有者）       155,000 円 

320 時間コース（訪問介護員２級・ 

        初任者研修修了資格保有者         79,000 円 

95 時間コース（訪問介護員１級資格所有者          75,000 円 

50 時間コース（介護職員基礎研修修了者）      50,000 円 

※上記の時間に「医療的ケア（演習）」が 10時間必要。 

 受講料は上記記載のまま変更なし。 

 

在校生、卒業生のご紹介の方 

450 時間コース（無資格・ 

訪問介護員３級資格所有者）       153,000 円 

320 時間コース（訪問介護員２級・ 

        初任者研修修了資格保有者         77,000 円 

95 時間コース（訪問介護員１級資格所有者          73,000 円 

50 時間コース（介護職員基礎研修修了者）      48,000 円 

※初任者研修の在校生または卒業生の方からのご紹介が対象となる。 

 

卒業生の方 

320 時間コース（初任者研修修了資格保有者）        75,000 円 

※上記の時間に「医療的ケア（演習）」が 10時間必要。 

 受講料は上記記載のまま変更なし。 

※初任者研修の在校生または卒業生の方が対象となる。 

 

【解約条件及び返金の有無】 

開講日までの受講生からのキャンセルがあった場合はテキスト代

と事務手数料の 1 万円を除き残りの金額を返金する。 

開講後１週間以内の解約の場合、テキスト代と事務手数料の 1 万

円を除き残りの金額を返金する。 

開講後１週間を過ぎて解約した場合は受講料の返金はしない。 

※受講生からのキャンセル・解約の場合、返金にかかる手数料は受講

生負担となる。 

 

※弊社からのキャンセル 

応募者が８名に満たなかった場合 

13 使用テキスト 
「介護職員 実務者研修テキスト」通信教育教材 

（発行：ミネルヴァ書房） 

 

「介護福祉士 実務者研修テキスト」第３・５巻 

（発行：中央法規） 

※コースによって巻数が減る場合がある。 

14 免除科目 ①無資格者、訪問介護員３級資格所有者・・・免除なし 

②訪問介護員１級資格所持者・・・免除 355 時間 



人間の尊厳と自立 

社会の理解Ⅰ 

社会の理解Ⅱ 

介護の基本Ⅰ 

介護の基本Ⅱ 

コミュニケーション技術 

生活支援技術Ⅰ 

生活支援技術Ⅱ 

介護過程Ⅰ 

介護過程Ⅱ 

発達と老化の理解Ⅰ 

発達と老化の理解Ⅱ 

認知症の理解Ⅰ 

認知症の理解Ⅱ 

障害の理解Ⅰ 

障害の理解Ⅱ 

こころとからだのしくみⅠ 

こころとからだのしくみⅡ 

５   時間 

５   時間 

３０   時間 

１０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

３０   時間 

２０   時間 

２５   時間 

１０   時間 

２０   時間 

１０   時間 

２０   時間 

１０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

６０   時間 

③初任者研修修了資格所持者・・・免除 130 時間 

人間の尊厳と自立 

社会の理解Ⅰ 

介護の基本Ⅰ 

生活支援技術Ⅰ 

生活支援技術Ⅱ 

認知症の理解Ⅰ 

障害の理解Ⅰ 

介護過程Ⅰ 

こころとからだのしくみⅠ 

５   時間 

５   時間 

１０   時間 

２０   時間 

３０   時間 

１０   時間 

１０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

④訪問介護員２級資格保有者・・・免除 130 時間 

人間の尊厳と自立 

社会の理解Ⅰ 

介護の基本Ⅰ 

介護の基本Ⅱ 

生活支援技術Ⅰ 

生活支援技術Ⅱ 

介護過程Ⅰ 

こころとからだのしくみⅠ 

５   時間 

５   時間 

１０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

３０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

⑤介護職員基礎研修修了者・・・免除 400 時間 



人間の尊厳と自立 

社会の理解Ⅰ 

社会の理解Ⅱ 

介護の基本Ⅰ 

介護の基本Ⅱ 

コミュニケーション技術 

生活支援技術Ⅰ 

生活支援技術Ⅱ 

介護過程Ⅰ 

介護過程Ⅱ 

介護過程Ⅲ 

発達と老化の理解Ⅰ 

発達と老化の理解Ⅱ 

認知症の理解Ⅰ 

認知症の理解Ⅱ 

障害の理解Ⅰ 

障害の理解Ⅱ 

こころとからだのしくみⅠ 

こころとからだのしくみⅡ 

５   時間 

５   時間 

３０   時間 

１０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

３０   時間 

２０   時間 

２５   時間 

４５   時間 

１０   時間 

２０   時間 

１０   時間 

２０   時間 

１０   時間 

２０   時間 

２０   時間 

６０   時間 

15 その他の免除科目 上記の免除に加え、「喀痰吸引等研修 2 号研修」以上を修了してい

る方については、医療的ケア（演習含む）を免除する。 

その場合、受講料は５０時間コースの相当額とする。 

 

但し、介護職員基礎研修修了と喀痰吸引等研修修了を併せた免除

はない。 

16 履修方法 ①【通信課題】 

＊生徒はカリキュラムに定めた課題提出期限までに課題を提出す

る。 

＊生徒は課題の進捗を確認しながら、計画的に課題に取り組むこ

と。 

＊課題の添削は、別添「担当講師一覧」の講師が採点し、教務主任

の追認、成績管理を行ったうえで、修了証交付時に生徒に返却す

る。 

 

②【通学授業】 

＊「介護過程Ⅲ」「医療的ケア演習」については、通学授業とする。

有意義な研修とするために、通学授業前までに、あらかじめ定め

られた自宅学習課題に取り組むこと。 

＊科目最終日に修了評価を受け、習熟度の確認を行う。 



17 学務規定 ＊生徒は授業（スクーリング）開始の５分前には着席すること。 

＊講義日ごとに日直当番を指定し、当番の者は講義開始時と終了時

の号令を行う。 

＊生徒全員で机の並び替えなどの教室の準備を行う。 

また、講義終了後の清掃（ホワイトボードの拭き取り、机上の

拭き掃除等）を行うこととする。 

18 受講心得 生徒にとって有意義な研修をするために、以下の項目を受講心得

とする。 

＊通信課題に真摯に取り組み、定められた期限に提出すること。 

＊講師の指示に従い、故意に授業の進行を妨げないこと。 

＊講義中の携帯電話、スマートフォン、パソコン等の使用（通話・

メール、教室内での充電）は一切禁止する。 

＊華美、露出の多い服装、香水、派手な化粧（ネイルアート）は控

える。身だしなみを整え、介護を学ぶのにふさわしい服装で研修

に臨むこと。 

＊いかなる場合でも、人に迷惑をかけないことを最低限のモラルと

する。 

＊通学授業内容の録音、録画は認めない。 

＊教室内での勧誘行為、経済的行為は一切禁止する。 

＊通学授業時の貴重品の管理は個人の責任において行うこと。 

19 通学授業時の 

  欠席・遅刻・早退 

  について 

＊欠席・遅刻・早退の場合は、必ず会場事務局へ連絡を入れること。 

事務局連絡先：06-6777-5479 

20 退所処分 以下の場合は退校処分とする。 

(1)講師の指示に従わず、授業を妨害した場合。 

(2)講師や受講生に対し、暴力行為やセクシャルハラスメント等が

あった場合。 

(3)教室内の設備や備品を故意に棄損した場合。 

(4)教室内にて物品購入の勧誘及び政治・宗教活動を行った場合。 

(5)その他、公序良俗に反する行為があった場合。 



21 学習の評価及び 

  課程修了の認定 

＊【通信課題】 

合格点は１００点満点中７０点とし、７０点に満たない場合は、

再学習を指導し、再提出とする。再提出は２回までとする。 

 

＊【通学授業】（介護過程Ⅲ） 

科目の最終日に評価を行い、１００点満点中７０点以上を合格と

する。 

不合格者は、当日中に１時間の補習、再評価を受ける。ただし、

それでも合格できなかった場合は未修了扱いとする。 

 

＊【通学授業】（医療的ケア） 

各行為に対して５回評価を行い、５回目以降を成功することで合

格とする。ただし、１行為でも不成功の場合は未修了扱いとする。 

 

※≪補講について≫ 

下記に該当する者が、当社の次学級等で補講を受ける場合は無料

となる。無料の期限は当初入校した学級の開始日から 8 ヶ月以内

に開講する学級まで有効とする。 

①規定の評価回数を超えても合格できなかった者。 

②再提出を含め、自宅学習課題が指定された期日までに提出、合

格できなかった者 

※途中退校者は対象外 

 

＊修了評価、通信課題提出状況、受講態度、習熟度等を総合的に

判断し、修了認定を行い、別添の修了証を交付する。 

＊研修の全課程を修業できなかった者のうち、履修認定された科

目について、「科目履修証明書」を交付する。 

22 退校手続き ＊やむを得ない事情等で学習継続が不可能になった場合、下記手

続きを経て、退校とする。 

１ 退校届を提出する。 

２ 当社返金規定に基づき、返金を行う。 

（12 受講料の項目を参照） 

23 個人情報の取扱い 個人情報保護規程策定の有無（有・無） 

受講者の個人情報について、パンフレット等の郵送やご連絡、受 

講管理業務などのためのみに使用し、適正な管理を行うとともに、 

外部へ情報流出しないように厳重に管理し、第３者に提供するこ

とは一切ない。 

24 教育用機械器具及び 

  模型の目録 

別紙一覧表に記載する。 

 


